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（原因と結果など情報と情報との関係について理解しているかどうかをみる問題） 

 
（１）課題が見られた問題について 

 この問題では、【カード②】の下線

部「農家の田んぼには見られないほ

ど、雑草の量が増えてきた」ことの原

因が、 【カード③】の下線部「学校

の田んぼでは、雑草の量に対して雑

草取りが追いついていない」ことに

あるという因果関係を捉えることが

求められています。情報相互の「原

因」と「結果」という関係を捉えること

ができず、【カード②】の下線部が

「考え」、【カード③】の下線部が「事

例」について書かれていると捉えて

しまった児童が多くみられました。

収集した情報を整理しながらその情

報の意味や相互の関係を考える習

慣が身に付いていない様子がうか

がえます。 

（２）指導の改善・充実に向けて 

情報と情報との関係を理解するた

めには、様々な情報の中から原因と

結果、事例と考えなどの関係を見い

だし、結び付けて捉えることができ

るようにすることが必要です。国語

の授業において、「～が～すると・・・」

「～によって・・・」のように情報と情

報の関係を示す言葉に着目して情

報相互の関係性を明らかにする場

面を取り入れてみましょう。また、国

語の作文単元や総合的な学習の時

間など他教科の調べ学習において

は、集めてきた情報をカードや付箋

等を用いて整理する場面を積極的

に取り入れましょう。その際、必要な

情報に印を付けたり、情報と情報を

矢印でつないだり、キーワードを設

定してグループ化したり図表にまと

めたりするなど、情報と情報の関係を視覚的に捉えて整理できるようにすると効果的です。ICT 機器の

活用も視覚的な情報整理に有効です。 

 

課題及び指導改善に向けて 

１ 調査問題 １ 一 
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（１）課題が見られた問題について  

この問題では、学校の米作りの問題点とその解決方法について、学校の米作りの問題点については

【川村さんの文章】のグラフ（農家の田んぼと学校の田んぼの雑草の量）と【カード④】のそれぞれから

分かることを書き、問題点の解決方法については【カード⑤】をもとに書き、六十字以上百字以内にまと

めることが求められています。学校の米作りの問題点について、【川村さんの文章】のグラフから分かる

ことか、【カード④】から分かることかのいずれかしか書いていない児童が多くみられ、正答率は３割を

下回りました。図表やグラフなどを用いて(この問題では、必要な条件を全て満たしながら)、自分の考え

が伝わるように文章の書き表し方を工夫することに課題があると考えられます。 

（２）指導の改善・充実に向けて 

学習指導に当たっては、伝えたいことを明確にし、分かりやすく伝えるためには、どのような図表やグ

ラフなどを用いるとよいかを児童が考えられるようにすることが大切です。そのためには、まず前項で

述べたように、集めた情報を相互の関係性も考えながら整理し、図表やグラフにまとめることや、その過

程で自分の考えを明確にしていく場面を丁寧に扱っていく必要があります。そして、文章を記述する場

面では、友達と助言し合いながら、児童自身が自分の文章を何度も見直したり、書き直したりできるよう

に指導することが大切です。また、児童の学習状況に応じて、教師が図表やグラフなどを用いたモデル

となる文章を提示することも効果的です。自分の考えをまとめることが難しい児童には、「だから」     

「～ので」などの情報と情報との関係を表す語句や、「思う」「考える」などの思考を表す語句を例示した

り、着目すべき言葉を示して児童とともに資料を読んだりする指導も有効です。更に、図表やグラフの

使用の有無や用い方の異なる複数の文章を比べる場面を取り入れると、図表やグラフを用いることが

自分にとっても考えを深めやすく、相手にとってもよく理解できるものになることをより実感することが

できるでしょう。 
 

 

 

（１）課題が見られた問題について 

この問題では、同音異義語を文脈の中

で正しく使い分けることが求められてい

ます。この場合の正答は「意外」ですが、

「がい」を「外」と正しく書くことはできてい

るものの、「い」を「意」と正しく書くことができなかった児童が多く

みられました。同じ読み方をする「以」と解答した児童が多かったことから、同音異

義語に注意して書くことに課題があると考えられます。 

（２）指導の改善・充実に向けて 

 学習指導に当たっては、文脈の中で適切な漢字を正しく選択できるよう、漢字の

もつ意味を考えて使う習慣が身に付くようにすることが大切です。単に漢字練習を

繰り返すのではなく、文や文章の中で漢字を読むことや、文脈の中での意味を考え

必要に応じ辞書で調べたり言い換えを考えたりする活動を積極的に取り入れましょ

う。また、ICT 機器活用においては、日本語入力時の漢字変換間違いに気を付ける

習慣が身に付くようにすることも大切です。 

  

 
３ 調査問題  １ 三 ア  （学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかどう

かをみる問題） 

２ 調査問題 １ 二   

 

（図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することがで
きるかどうかをみる問題） 


